
様
式
第
三
号
（
裏
面
）
及
び
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
裏
面
）

注
意
事
項

１
．
こ
の
証
で
診
療
を
受
け
る
と
き
は
、
診
療
費
用
の
全
額
を
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
．
保
険
医
療
機
関
等
に
お
い
て
診
療
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
必
ず
こ
の
証
を
そ
の
窓
口
で
渡
し

て
く
だ
さ
い
。

備
考

※
以
下
の
欄
に
記
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、臓
器
提
供
に
関
す
る
意
思
を
表
示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

記
入
す
る
場
合
は
、
１
か
ら
３
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
番
号
を
〇
で
囲
ん
で
く
だ
さ
い
。

１
．
私
は
、
脳
死
後
及
び
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
の
い
ず
れ
で
も
、

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
移
植
の
為
に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。

２
．
私
は
、
心
臓
が
停
止
し
た
死
後
に
限
り
、

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
移
植
の
為
に
臓
器
を
提
供
し
ま
す
。

３
．
私
は
、
臓
器
を
提
供
し
ま
せ
ん
。

《
１
又
は
２
を
選
ん
だ
方
で
、
提
供
し
た
く
な
い
臓
器
が
あ
れ
ば
、
×
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。》

【
心
臓
・
肺
・
肝
臓
・
腎 じ
ん臓
・
膵 す
い臓
・
小
腸
・
眼
球
】

〔
特
記
欄
：

〕
署
名
年
月
日
：

年
月

日
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

本
人
署
名
（
自
筆
）
：

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

家
族
署
名
（
自
筆
）
：

E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E
E

備
考
１
．
こ
の
証
の
大
き
さ
は
、
縦
1
2
8ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
9
1ミ
リ
メ
ー
ト
ル
と
す
る
こ
と
。

２
．
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
各
欄
の
配
置
を
著
し
く
変
更
す
る
こ
と
な
く
所
要
の
変
更
を
加
え
る
こ
と
そ
の
他
所

要
の
調
整
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

３
．
別
途
被
保
険
者
等
に
周
知
す
る
こ
と
に
よ
り
、
注
意
事
項
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

４
．
被
保
険
者
等
に
次
に
掲
げ
る
事
項
を
周
知
す
る
こ
と
。

\
滞
納
し
て
い
る
保
険
料
を
納
付
し
た
と
き
は
、
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
る
こ
と
。

]
災
害
等
の
特
別
な
事
情
が
生
じ
た
と
き
や
、
障
害
者
自
立
支
援
法
の
自
立
支
援
医
療
等
の
公
費
負
担
医
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
申
し
出
る
こ
と
。

^
被
保
険
者
の
資
格
を
喪
失
し
た
と
き
は
、
直
ち
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
市
町
村

に
返
還
す
る
こ
と
。
ま
た
、
転
出
の
届
出
を
す
る
際
に
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
添

え
る
こ
と
。

_
こ
の
証
の
記
載
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た
と
き
は
、
1
4日
以
内
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
資
格
証
明

書
を
添
え
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
あ
て
の
届
書
を
、
市
町
村
に
提
出
す
る
こ
と
。

`
有
効
期
限
を
経
過
し
た
と
き
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
た
め
、
速
や
か
に
、
市
町
村
に
提
出
し
て
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
の
検
認
又
は
更
新
を
受
け
る
こ

と
。

a
不
正
に
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
資
格
証
明
書
を
使
用
し
た
者
は
、
刑
法
に
よ
り
詐
欺
罪
と
し
て
懲
役

の
処
分
を
受
け
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。

告

示

ハ

国
債
市
場

特
別
参
加

者
・
第
Ò

非
価
格
競

争
入
札
発

行

各
国
債
市
場
特
別
参
加
者
ご
と
の
応

募
限
度
額
の
範
囲
内
に
お
い
て
各
申

込
み
の
応
募
額
を
割
り
当
て
る
。

平成™™年œ月˜™日 水曜日 (号外第 Ÿ号)官 報

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
二
年
七
月
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
（
様
式
第
一
号
\（
裏
面
）

及
び
備
考
並
び
に
様
式
第
一
号
]
（
裏
面
）
及
び
備
考
の
改
正
規
定
を
除
く
。）の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す

る
。

（
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規

定
に
よ
る
改
正
後
の
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
船
員
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
三
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て
「
旧
船
保
規
則
」
と
い
う
。）様

式
第
一
号
に
よ
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
船
員
保
険
法
施
行
規
則
（
次
項
に
お
い
て

「
新
船
保
規
則
」
と
い
う
。）様
式
第
一
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

２

附
則
第
一
条
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
規
定
の
施
行
の
際
現
に
交
付
さ
れ
て
い
る
旧
船
保
規
則
様
式
第
四
号
に
よ
る

船
員
保
険
継
続
療
養
受
療
証
明
書
は
、
当
分
の
間
、
新
船
保
規
則
様
式
第
四
号
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
四
条

第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
書
類
は
、
当
分
の
間
、
同
条

の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
国
民
健
康
保
険
法
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
も
の
と
み
な
す
。

（
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
五
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る
書
類

は
、
当
分
の
間
、
同
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
様
式
に
よ
る

も
の
と
み
な
す
。

〇
財
務
省
告
示
第
百
六
十
一
号

国
債
の
発
行
等
に
関
す
る
省
令
（
昭
和
五
十
七
年
大
蔵

省
令
第
三
十
号
）
第
五
条
第
十
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
二
十
二
年
四
月
十
五
日
に
発
行
し
た
利
付
国
債
の
発

行
条
件
等
を
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
二
年
五
月
十
二
日財

務
大
臣

菅

人

一

名
称
及
び
記

号

利
付
国
庫
債
券
（
二
年
）（
第
二
百
九

十
一
回
）

二

発
行
の
根
拠

法
律
及
び
そ

の
条
項

特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十

九
年
法
律
第
二
十
三
号
）
第
四
十
六

条
第
一
項

三

振
替
法
の
適

用
等

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法

律（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
。

以
下
「
振
替
法
」
と
い
う
。）の
規
定

の
適
用
を
受
け
る
も
の
と
し
、
そ
の

振
替
機
関
は
日
本
銀
行
と
す
る
。

四

発
行
方
法

価
格
を
競
争
に
付
し
て
行
わ
れ
る
入

札
（
以
下
「
価
格
競
争
入
札
」
と
い

う
。）に
よ
る
発
行
（
以
下
「
価
格
競

争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）、
価
格
競

争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入
札
で

あ
っ
て
、
価
格
競
争
入
札
に
お
い
て

定
め
ら
れ
た
利
率
を
そ
の
利
率
と

し
、
価
格
競
争
入
札
に
お
い
て
募
入

の
決
定
を
受
け
た
各
申
込
み
の
応
募

価
格
を
募
入
額
に
よ
り
加
重
平
均
し

て
得
ら
れ
る
価
格
を
そ
の
発
行
価
格

と
す
る
も
の
に
よ
る
発
行（
以
下「
非

競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）及
び
価

格
競
争
入
札
と
同
時
に
行
わ
れ
る
入

札
で
あ
っ
て
、
財
務
大
臣
が
各
国
債

市
場
特
別
参
加
者
ご
と
に
応
募
限
度

額
を
定
め
る
も
の
に
よ
る
発
行
（
以

下
「
国
債
市
場
特
別
参
加
者
・
第
Ò

非
価
格
競
争
入
札
発
行
」
と
い
う
。）

五

募
入
決
定
の

方
法

イ

価
格
競
争

入
札
発
行

各
申
込
み
の
う
ち
応
募
価
格
の
高
い

も
の
か
ら
そ
の
応
募
額
を
順
次
割
り

当
て
る
。

ロ

非
競
争
入

札
発
行

各
申
込
み
の
応
募
額
を
案
分
に
よ
り

割
り
当
て
る
。

˜˜
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